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概要 
 
『FLASH2・FLASH MATE 5V1・FM-ONE取扱説明書 資料編』の更新・修正により、旧バージョンのオンボード
プログラマを使用しているユーザ様にとって、一部の CPU において端子設定と参考回路図が過去の『資料編 取
扱説明書』と異なる場合があります。 
特に、参考回路図通り作っているのに、FLASH MATE 5V1 のバージョンアップによって、初期端子設定に変更
が加えられて書込みが初期端子設定で今まで出来ていた書込みが行えないといった状況や、参考回路図に変更

が加えられたため『資料編 取扱説明書』を見て端子設定を合わせても、書込みが行えないといった状況が上げら

れます。 
本誌では、そのような旧バージョンを使用しているユーザ様へ向けた内容になっております。 
なお、最新のバージョンを使用しているユーザ様は最新の『資料編』マニュアルを参考にして下さい。 

 
修正内容 

 
『FLASH2・FLASH MATE 5V1・FM-ONE取扱説明書 資料編』では、下記内容の更新・修正をしております。 
 
【一部の参考回路図】 
・ SH-5 
・ SH-6 

 
【一部の CPU別個別の案内事項】 

 
CPU別案内事項の項目の『参考回路図での端子設定』または『参考回路図』に変更があった CPU 
・ SH7144F 
・ SH7145F 
・ H8S/2326F 
・ H8S/2437F 
・ H8S/2626F 
・ H8S/2633F 
・ H8S/2667F 
・ H8/539AF 
・ H8/539SF 
・ H8/3029F 
・ H8/3048BF 

 
参考回路図自体が変更になったことによって影響が出る CPU 
・ SH7065F 

 
 
【SH-2参考回路図の修正】 

 
関連する CPU 
・ SH7144 
・ SH7145 

 
 
 
 
 



 
 

■ 『参考回路図での端子設定』または『参考回路図』に変更があった CPU 
 
● SH7144、SH7145 

【修正箇所】 
参考回路図 SH-1 → SH-2 
参考回路図での端子設定 L,Z,L,Z,Z,Z → L,Z,L,H,L,Z 

【修正後の設定】 

参考回路図 SH-2 

 

 
 

参考回路図 SH-2を使用して書込みを行う場合は端子設定を『L,Z,L,H,L,Z』に設定して書込みをして下さい。 

 

【修正前の設定】 

参考回路図 SH-1 

 

 

SH-1を使用する際は、ターゲット CPUのMD2、MD3をモード選択スイッチで設定して下さい。 
参考回路図 SH-2 と同じ設定で書込みを行いたい場合はMD2に H、MD3に Lを入力するようスイッチの設定を行います。
クロックモードの設定について、必ずシステムクロックと周辺クロックを同じ速さにてご利用下さい。 

 
 
 



 
● H8S/2326F 

【修正箇所】 
H8S/2326Fが参考回路図の箇所で 8S-3 と 8S-4の 2箇所に重複して記述されていたので修正 
→ 8S-3で統一 
 

【修正後の設定】 

参考回路図 8S-3 
 

 
 

FLASH MATE 5V1 の端子設定を『H,H,L,Z,Z,Z』に設定して下さい。 
モード選択スイッチの設定は任意です。 

 

【修正前の設定】 

参考回路図 8S-4 
 

 
 

FLASH MATE 5V1 の端子設定を『L,H,L,Z,Z,Z』に設定して下さい。 
但し、ユーザ様側で FWEに『H』を入力する必要があります。 
モード選択スイッチの設定は任意です。 

 
 
 



 
 
●H8S/2437F 

【修正箇所】 
参考回路図での端子設定 『H,L,L,Z,Z,Z』 → 『H,Z,L,L,Z,Z』 

【修正後の設定】 

参考回路図 8S-13 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,Z,L,L,Z,Z』にします。 

 

【修正後の設定】 

※ 端子設定が『H,L,L,Z,Z,Z』時での設定 
参考回路図 8S-13のモード端子スイッチにてMD2に『L』が入力されるようにして下さい。 
 
●H8S/2626F、H8S/2633F 

【修正箇所】 
参考回路図での端子設定 『H,Z,L,Z,Z,Z』→『H,H,L,Z,Z,Z』 

【修正後の設定】 

参考回路図 8S-6 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,H,L,Z,Z,Z』にします。 

 

【修正前の設定】 

※端子設定が『H,Z,L,Z,Z,Z』時での設定 
参考回路図 8S-6のモード選択スイッチにてMD1に『L』が入力されるように SW を設定して下さい。 



 
●H8S/2667 

【修正箇所】 
参考回路図での端子設定 『L,Z,L,Z,Z,Z』 → 『(L),H,H,L,Z,Z』 
※ 『(L)』は FM-ONEでは『Z』が初期値になっています。 

【修正後の設定】 

参考回路図 8S-5 

 

 
 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『L,H,H,L,Z,Z』にします。 

 

【修正前の設定】 

※ 端子設定が『L,Z,L,Z,Z,Z』時での設定 

参考回路図 8S-4 
 

 
 

参考回路図 8S-4のモード選択スイッチにてMD0 とMD1に『H』が入力されるように SW を設定して下さい。 

 
 
 



 
 
● H8/539AF、H8/539SF 

【修正箇所】 
参考回路図 300H-2 → 300H-1 
参考回路図での端子設定 『H,L,H,Z,Z,Z』 → 『H,Z,H,Z,Z,Z』 

【修正後の設定】 

参考回路図 300H-1 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,Z,H,Z,Z,Z』にします。 

 

【修正前の設定】 ※ 端子設定が『H,L,H,Z,Z,Z』時での設定 

参考回路図 300H-2 

 

 
 

参考回路図 300H-2での書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,Z,Z,H,Z,Z』に設定します。 
参考回路図 300H-1でも書込みが可能です。 

 
 
 
 
 



 

● H8/3048BF 

【修正箇所】 
参考回路図 300H-2 → 300H-1 
参考回路図での端子設定 『H,H,Z,L,Z,Z』 → 『H,Z,L,Z,Z,Z』 

【修正後の設定】 

参考回路図 300H-1 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,Z,L,Z,Z,Z』にします。 
 
【修正後の設定】 

参考回路図 300H-2 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,Z,Z,L,Z,Z』にします。 
MD0、MD1の設定はモード設定スイッチで行います。 
 

※ 端子設定が『H,H,Z,L,Z,Z』での書込みを行いたい場合には、以下の参考回路図を使用して下さい。 

 

MD0、MD1の設定はモード設定スイッチで行います。 



 
 
●H8/3029 

【変更箇所】 
参考回路図 300H-1 → 300H-2 
参考回路図での端子設定 『H,Z,L,Z,Z,Z』 → 『H,H,Z,L,Z,Z』 

【修正後の設定】 

参考回路図 300H-2 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,H,Z,L,Z,Z』にします。 
 

【修正前の設定】 ※ 端子設定が『H,Z,L,Z,Z,Z』時での書込みの参考回路図 

参考回路図 300H-1 

 

 

書込み時には FLASH MATE 5V1の端子設定を『H,Z,L,Z,Z,Z』にします。 
MD0、MD1の設定はモード設定スイッチで行います。 

 
 
 
 
 



 

■ 参考回路図自体が変更になったことによって影響が出る CPU 
 
【変更があった参考回路図】 

SH-5、SH-6 
 
【影響がある CPU】 
・ SH7065F 
 
 

●SH7065F 

【変更箇所】 
SH7065Fの設定項目の『参考回路図での端子設定』には変更が有りません。(SH7065Fの場合『H,H,L,Z,Z,Z』) 

【修正後の設定】 

新しい参考回路図にて使用しているユーザ様の場合は通常の『参考回路図の端子設定』の設定で使用できます 

 

【修正後の設定】 

参考回路図 SH-5 (旧バージョンの参考回路図) 

 

 
 
参考回路図 SH-6 (旧バージョンの参考回路図) 

 

 

上記の参考回路図にて書込みを行う場合は、プログラマ側の端子設定を『H,Z,H,Z,Z,Z』にします。(SH-5、SH-6共通) 
MD0、MD2の設定はモード設定スイッチで行います。 

 

 

 



 
 

■ SH-2 参考回路図の修正 

【詳細】 

『FLASH2・FLASHMATE5V1・FM-ONE取扱説明書 資料編 User’s Guide』、P7 の「参考回路図 SH-2」の SH7144、SH7145に対

しての接続端子の表記に誤記がありました。 

 

【修正前】 

 

【修正後】 
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参考回路図 SH-2 
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MD2・MD3 での 
クロックモードについて 
必ずシステムクロックと

周辺クロックを同じ速さ

にてご利用下さい 

（FM-ONE を除く） 

 
例 ○４倍・４倍  
×２倍・４倍  

 

 
Clock mode must be same 

between system clock and 

periphelar moduse  

 

参考回路図 SH-2 
SH7046F  
SH7047F  
SH7144F*  
SH7145F*  

 

 

 

 

 

MD2・MD3 での 
クロックモードについて 
必ずシステムクロックと

周辺クロックを同じ速さ

にてご利用下さい 

（FM-ONE を除く） 

 
例 ○４倍・４倍  
×２倍・４倍  

 

 
Clock mode must be same 

between system clock and 

periphelar moduse  

 

TXD1 
RXD1 
SCK1 

*付 CPU 


